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☆
あ
な
た
も
、消
防
団
の
一
員
と
な
っ
て
、村
の
安
全
を
守
る
た
め
に
仲
間
と
一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
？

〝竜巻〟とは
・発達した積乱雲に伴って発生
する激しい渦巻き
・ろうと状や柱状の雲を伴う
・台風、寒冷前線、低気圧などに
伴って発生する
・短時間で狭い範囲に集中して
甚大な被害をもたらす
・移動スピードが非常に速い場
合がある

「
竜
巻
注
意
情
報
」は
、今
ま
さ
に
竜
巻
の
発
生
し
や
す
い
気
象
状
況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
し
て
、

身
を
守
る
た
め
の
行
動
の
準
備
を
促
す
も
の
で
す
。

気
象
庁
が
発
表
し
ま
す
。「
竜
巻
注
意
情
報
」
の
発
表
か
ら
約
１
時
間
は
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。危
険
な
気
象
状
態
が
続
く
場
合

は
、改
め
て
情
報
を
発
表
し
ま
す
。建
物
等
の
被
害
は
防
げ
ま
せ
ん
が
、身
の
安
全
を
守
る
た
め
の
対
策
は
可
能
で
す
！

注
意
：
現
在
の
観
測
・
予
測
技
術
で
は
、竜
巻
等
の
発
生
を
事
前
に
予
測
で
き
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　

今
春
、東
海
大
三
高
校
を
卒
業
し
た
清
水

玲
香
さ
ん
が
、
２
月
14
日
村
長
室
を
訪
れ
、

１
月
末
に
行
わ
れ
た
国
体
冬
季
大
会「
長
野

か
が
や
き
国
体
」
で
の
活
躍
や
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
・
全
国
高
校
ス
ケ
ー
ト
選
手
権
の
女
子
千
メ
ー
ト
ル
で
初
優
勝
し
た
こ
と
な

ど
を
村
長
へ
報
告
し
ま
し
た
。大
会
の
様
子
を
、一
緒
に
訪
れ
た
コ
ー
チ
、中
島
清

陵
さ
ん
が
説
明
し
、
村
長
は「
原
村
の
力
を
外
へ
示
す
こ
と
に
も
な
り
嬉
し
い
」と

満
足
そ
う
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。今
後
の
進
路
の
話
に
な
り
「
世
界
の
舞
台
で

や
っ
て
み
る
と
い
う
の
は
ひ
と
つ
の
幸
せ
だ
と
思
う
」
と
村
長
が
語
り
か
け
る
と

清
水
さ
ん
は
何
度
も
う
な
ず
き
、そ
の
顔
に
は
さ
ら
に
上
を
目
指
し
て
負
け
ず
に

前
進
す
る
ん
だ
と
い
う
強
い
意
志
が
表
れ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

　
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
女
子
五
百
メ
ー
ト
ル
で
は
ト
ッ
プ
と
わ
ず
か
０
・
０
６
秒
差

の
２
位
。上
位
５
人
の
選
手
が
１
秒
以
内
の
タ
イ
ム
を
競
っ
て
い
る
の
で
、ス
ケ
ー

ト
競
技
の
世
界
は
厳
し
く
、
そ
れ
と
共
に
そ
の
０
・
０
１
秒
を
ク
リ
ア
し
た
時
の

喜
び
は
大
き
い
の
で
し
ょ
う
ね
。

◆
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
の
結
果

▽
女
子
五
百
メ
ー
ト
ル　
２
位　
１
分
22
秒
63=

大
会
新

　
　
（ 

１
回
目　
２
位　

41
秒
41　
・　
２
回
目　
２
位　

41
秒
22 

）

▽
女
子
千
メ
ー
ト
ル　
１
位　
１
分
22
秒
51

　

長
野
県
で
行
わ
れ
た
国
体
冬
季
大
会「
長
野
か
が
や
き
国
体
」に
は
、
原
村
出

身
の
選
手
が
６
人
、長
野
県
選
手
団
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
の
で
紹
介
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

○
鎌
倉
ひ
と
み
さ
ん（
成
年
女
子
）

○
中
村
健
斗
さ
ん（
少
年
男
子
）

○
清
水
玲
香
さ
ん（
以
下
少
年
女
子
）

○
清
水
仁
美
さ
ん　

○
清
水
優
香
さ
ん

○
小
島
早
織
さ
ん　

今
後
の
活
躍
が
楽
し
み
で
す
ね
。

　

近
年
、
火
災
だ
け
で
な
く
、
地
震
・
水
害
等
の
自

然
災
害
の
被
害
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
為
、
市
町
村

消
防
団
の
存
在
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。し
か
し

消
防
団
員
数
は
、
全
国
的
に
年
々
減
少
し
て
お
り
、

原
村
消
防
団
に
お
い
て
も
団
員
の
確
保
が
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。

　

村
内
に
居
住
す
る
18
歳
以
上
の
方
な
ら
ば
、
男
女

問
わ
ず
入
団
で
き
ま
す
。私
た
ち
の
住
む
原
村
を
守

る
為
に
も
原
村
消
防
団
を
盛
り
上
げ
て
行
き
た
い

の
で
、是
非
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

入
団
希
望
の
方
、
若
し
く
は
詳
細
が
知
り
た
い
方

は
、
各
地
区
の
分
団
長
又
は
原
消
防
署
ま
で
お
気
兼

ね
な
く
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

   

問
い
合
わ
せ
先　

　

   

原
消
防
署
庶
務
係　

☎
７
９‐

２
４
４
２（
直
通
）

◆
消
防
団
の
活
動
に
つ
い
て

　

災
害
時
に
は
、
消
火
／
水
防
活
動
・
救
助
／
救
出
活
動
・
警

戒
巡
視
・
避
難
誘
導
な
ど
を
行
い
、
平
常
時
に
は
、
消
火
／
水

防
訓
練
・
応
急
手
当
等
の
訓
練
・
防
火
啓
発
活
動
・
特
別
警

戒
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

◆「
竜
巻
注
意
情
報
」が
発
表
さ
れ
た
ら

・
人
が
大
勢
集
ま
る
屋
外
行
事
・
テ
ン
ト
の
使
用
・
子
供
や
高
齢
者
を
含
む
屋
外
活
動
・
高

所
、ク
レ
ー
ン
、足
場
等
で
の
作
業
の
よ
う
に
、安
全
確
保
に
時
間
を
要
す
る
場
合
に
は
、早

め
の
避
難
開
始
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

「
真
っ
黒
い
雲
」「
急
に
暗
く
な
る
」「
雷
鳴
・
雷
光
」「
冷
た
い
風
」「
大
粒
の
雨
・
ひ
ょ
う
」は
、

発
達
し
た
積
乱
雲
が
間
近
ま
で
近
づ
い
た
場
合
の
代
表
的
な
現
象
で
す
。頑
丈
な
建
物
内

に
移
動
す
る
な
ど
、安
全
確
保
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

◆
竜
巻
が
間
近
に
迫
っ
た
ら
す
ぐ
に
身
を
守
る
た
め
の
行
動
を
と
り
ま
し
ょ
う
！

・
屋
外
で
は…

頑
丈
な
構
造
物
の
物
陰
に
入
っ
て
、
身
を
小
さ
く
す
る
。物
置
・
車
庫
・
プ

レ
ハ
ブ
は
倒
壊
す
る
こ
と
が
あ
り
危
険
で
す
。電
柱
・
樹
木
も
倒
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
屋
内
で
は…
窓
や
カ
ー
テ
ン
を
閉
め
る
。一
階
の
窓
の
な
い
部
屋
に
移
動
し
、丈
夫
な
机
や

テ
ー
ブ
ル
の
下
に
入
る
。

◆団員を支える制度等
○報酬／手当・・・年単位で支給。
　災害活動には手当支給。
○公務災害補償・・・消防団活
動中に負傷等した場合、医療
費、休業補償等を支給。　　
○退職報償金・・・５年以上団
員活動をした者が退職の場合
支給。
○被服の貸与・・・消防活動用
　被服を貸与。
○表彰制度・・・消防活動の功労、
功績に対して表彰。
○消防団員協力事業所表示制度
　・・・消防団員である従業員
をバックアップする事業所を表
示公表。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
や
自
分
で
調
査
し
た
資
料
な
ど

を
も
と
に
、タ
イ
ト
ル
に
あ
っ
た
グ
ラ

フ
を
利
用
し
て
表
現
す
る
も
の
で
毎

年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

第
23
回（
平
成
19
年
）は
小
中
学

生
か
ら
23
作
品（
30
人
）の
応
募
が
あ

り
ま
し
た
。８
月
30
日
に
は
、村
理

事
者
と
学
校
関
係
者
に
よ
り
審
査

が
行
わ
れ
、デ
ザ
イ
ン
的
に
優
れ
て
い

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、テ
ー
マ

に
あ
っ
た
グ
ラ
フ
を
選
び
正
確
に
表

現
さ
れ
て
い
る
か
な
ど
を
基
準
に
入

賞
20
作
品
が
選
考
さ
れ
ま
し
た
。
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第３部　金　賞
『知りたい！セルリーのあれこれ』　硲野　継（原小６年）

　　　

パソコン統計グラフの部　金　賞パソコン統計グラフの部　金　賞
『活かそう資源 守ろう環境』『活かそう資源 守ろう環境』
　　　　　　　　　伊藤　　　　　　　　　伊藤　　史織史織（原中１年）（原中１年）

第４部　金　賞（県　特別賞「ａｂｎ賞」）
『大切にしたい 親子のコミュニケーション』
　　　　　　　　　　　　　菊池　由莉（原中１年）

第１部　金　賞
『どんなペットをかっていますか？』
　　　　　　　　　硲野　朗花（原小２年）

□
第
１
部
（
小
学
校
１
・
２
年
生
）

　

金　

賞　

硲
野　
朗
花

　

銀　

賞　

堀
内　
麻
紀
【
県　
協
会
長
賞
】

　

銅　

賞　

中
村　
知
尋

　

努
力
賞　

土
井　
琉
叶　
　

努
力
賞　

両
角　
崇
哉

□
第
２
部
（
小
学
校
３
・
４
年
生
）

　

金　

賞　

岩
村　
き
ら
ら

　

銀　

賞　

今
野　
ゆ
う
な
・
清
水　
優
奈

　

銅　

賞　

中
澤　
み
な
み

　

努
力
賞　

中
森　
一
朗
・
北
澤　
虎
瑠

　

努
力
賞　

行
田　
明
夢
・
清
水　
捺
希
・
宮
坂　
蘭

□
第
３
部
（
小
学
校
５
・
６
年
生
）

　

金　

賞　

硲
野　
継　
　
　

銀　

賞　

小
林　
直
樹

　

銅　

賞　

中
田　
麻
礼　
　

銅　

賞　

中
村　
純
子

　

努
力
賞　

小
池　
千
明
・
三
橋　
咲
歩

□
第
４
部
（
中
学
生
）

　

金　

賞　

菊
池　
由
莉
【
県　
特
別
賞
】

　

銀　

賞　

永
井　
真
美　
　

銅　

賞　

真
道　
公
徳

　

努
力
賞　

山
田　
翔

□
パ
ソ
コ
ン
統
計
グ
ラ
フ
の
部
（
中
学
生
）

　

金　

賞　

伊
藤　
史
織

　
　

第第
2323
回回

「村の人や学校などでいろんな人に応援し「村の人や学校などでいろんな人に応援し
てもらえて嬉しかった」と話していましたてもらえて嬉しかった」と話していました
「村の人や学校などでいろんな人に応援し
てもらえて嬉しかった」と話していました

【
竜
巻
注
意
情
報
】　―

平
成
20
年
３
月
26
日
か
ら
発
表
開
始―

　

  

問
い
合
わ
せ
先　

原
村
総
務
課
総
務
係　
　
　
　
　
　

☎
79-

２
１
１
１（
内
線
２
３
２
）　

原
村
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

原
村
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

第２部　金　賞
『♪ホ～タル こい♪』　岩村　きらら（原小４年）

第１部　銀　賞（県　協会長賞）
『スポーツだいすき！』
　　　　　　　　　堀内　麻紀（原小２年）

第
23
回
原
村
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
入 

賞 

者

第
55
回
長
野
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
結
果

パソコン統計グラフの部　金　賞
『活かそう資源 守ろう環境』
　　　　　　　　　伊藤　史織（原中１年）

表紙の写真提供／（有）スポーツ写真通信社

清
水
清
水  
玲
香
選
手

玲
香
選
手

清
水 
玲
香
選
手

高
校
ス
ケ
ー
ト
女
子
千

高
校
ス
ケ
ー
ト
女
子
千
メ
ー
メ
ー
ト
ル
ト
ル
でで

　
　
　
　

初
優
勝
を
果
た
す

　
　
　
　

初
優
勝
を
果
た
す

高
校
ス
ケ
ー
ト
女
子
千
メ
ー
ト
ル
で

　
　
　
　

初
優
勝
を
果
た
す



５

老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
た
め
、
今
年

老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
た
め
、
今
年

度
事
業
で
改
築
工
事
が
行
わ
れ
て
い

度
事
業
で
改
築
工
事
が
行
わ
れ
て
い

た
原
小
学
校
の
特
別
教
室
棟
が
完
成

た
原
小
学
校
の
特
別
教
室
棟
が
完
成

し
ま
し
た
。
旧
校
舎
が
使
用
さ
れ
た

し
ま
し
た
。
旧
校
舎
が
使
用
さ
れ
た

年
数
は
約

年
数
は
約
4040
年年……

こ
れ
ま
で
数
多
く

こ
れ
ま
で
数
多
く

の
児
童
た
ち
が
使
用
し
て
き
ま
し

の
児
童
た
ち
が
使
用
し
て
き
ま
し

た
。
１
月

た
。
１
月
2323
日
に
行
わ
れ
た
鍵
引
渡

日
に
行
わ
れ
た
鍵
引
渡

式
で
は
「
音
響
に
優
れ
た
音
楽
室
で

式
で
は
「
音
響
に
優
れ
た
音
楽
室
で

美
し
い
歌
声
を
響
か
せ
な
が
ら
大
事

美
し
い
歌
声
を
響
か
せ
な
が
ら
大
事

に
校
舎
を
使
っ
て
い
き
た
い
」
と
、

に
校
舎
を
使
っ
て
い
き
た
い
」
と
、

こ
れ
か
ら
使
用
し
て
い
く
児
童
の
代

こ
れ
か
ら
使
用
し
て
い
く
児
童
の
代

表
者
が
あ
い
さ
つ
し
、
合
唱
や
リ

表
者
が
あ
い
さ
つ
し
、
合
唱
や
リ

コ
ー
ダ
ー
演
奏
を
披
露
し
て
、
そ
の

コ
ー
ダ
ー
演
奏
を
披
露
し
て
、
そ
の

響
き
を
体
感
し
ま
し
た
。

響
き
を
体
感
し
ま
し
た
。

↑完成した特別教室棟／１月１５日から活用されています。

～図工室をより有効に
　　　　　利用できる空間形成～
図工室にフリースペースを組み合わせて一体的に
配置し、様 な々活動ができるようにしました。可動
間仕切り壁で、空間を仕切り、クラブ活動などに
弾力的に利用できるようにしました。

～合唱、合奏する　　　
　　のに適した音楽室～
歌声の響く開放感のある高
い天井にし、音響材料として
の吸音材、反射材も木のぬ
くもりを持たせた木製板を
使用し音楽室全体を覆いま
した。

～そのほかの設備～
①廊下には掲示スペースや掲
示用ワイヤー、フックを取り付
け、作品展示が容易にできる
ようにしました。

③各教室を効
率的に温めら
れるように、教
室ごとにＦＦファ
ンヒーターを設
置しました。

②安全を考慮し、
教室棟同様に各
教室から事務室
への直通電話、
非常用ブザーを
設置しました。

④図工室、音楽室ともプロ
ジェクタースクリーンを設置
し、調光用、暗幕用にカーテ
ンを取り付けました。

老
朽
化
が
進
ん
で
い
た
た
め
、
今
年

度
事
業
で
改
築
工
事
が
行
わ
れ
て
い

た
原
小
学
校
の
特
別
教
室
棟
が
完
成

し
ま
し
た
。
旧
校
舎
が
使
用
さ
れ
た

年
数
は
約
40
年…

こ
れ
ま
で
数
多
く

の
児
童
た
ち
が
使
用
し
て
き
ま
し

た
。
１
月
23
日
に
行
わ
れ
た
鍵
引
渡

式
で
は
「
音
響
に
優
れ
た
音
楽
室
で

美
し
い
歌
声
を
響
か
せ
な
が
ら
大
事

に
校
舎
を
使
っ
て
い
き
た
い
」
と
、

こ
れ
か
ら
使
用
し
て
い
く
児
童
の
代

表
者
が
あ
い
さ
つ
し
、
合
唱
や
リ

コ
ー
ダ
ー
演
奏
を
披
露
し
て
、
そ
の

響
き
を
体
感
し
ま
し
た
。

～教室、通路に木の温かみを、
　　　　統一感ある木質空間の構成～
床材は教室棟と同じナラ材クッション付を採用、腰壁
への羽目板の導入、木製とびら、木製建具、木製複合
サッシとし、木造校舎に近い木の質感を出しました。

鍵引渡式後には地域や保護者の鍵引渡式後には地域や保護者の
みなさんへ一般公開されました。みなさんへ一般公開されました。
鍵引渡式後には地域や保護者の
みなさんへ一般公開されました。

４

固 定 資 産 課 税 台 帳 閲 覧 

住民財務課税務係からのお知らせ

住民財務課税務係からのお知らせ

　固定資産税は、固定資産課税台帳に登録され
ている資産に対し課税しています。
　この台帳及び縦覧帳簿の閲覧等を次の日程で
行いますので、この機会にご自身の資産内容をご
確認ください。
　平成20年度の納税通知書は、４月上旬発送予
定です。
○期間・時間
　４月１日火～４月30日水（土・日、祝日は除く）
　午前８時30分～午後５時30分
○場所
　原村役場１階　住民財務課税務係
○対象者
【固定資産税課税台帳】本人及び納税管理人ま
たは、それらの同居親族。それ以外の方は委任状
が必要です。
【縦覧帳簿】固定資産税納税者
○持ち物
　運転免許証または本人確認ができるもの。委
任された場合は委任状。

　軽自動車税は毎年４月１日現在の所有者等に
課税されます。廃車や名義変更をしたつもりで
も、４月１日までに手続きを済ませていなければ
その年度も軽自動車税を納めていただくことにな
ります。廃車などの異動があった場合は次の届出
場所で速やかに手続きをお願いします。
◇原動機付自転車・小型特殊自動車
　　原村役場住民財務課税務係
◇二輪の小型自動車（250cc超）［以下のどちらか］
　・長野運輸支局松本事務所（電話050‐5540‐2043）
　・自家用自動車協会諏訪支部（電話52‐2244）
◇軽自動車［以下のどちらか］
　・軽自動車協会松本出張所（電話0263‐58‐3220）
　・自家用自動車協会諏訪支部（電話52‐2244）
【軽自動車税の減免】
　次のいずれかに該当する場合には申請をする
ことにより、その年度の軽自動車税が減免の対象
となります。
◇障害者本人が所有する軽自動車等か、身体障害
者で年齢18歳未満の方または精神障害者と生活
を一にする方が所有する軽自動車等（1台に限る）
◇構造が専ら身体障害者等の利用に供するため
のものである軽自動車等
◇公益のため直接専有する軽自動車等
■申請受付
４月１日から納期限前７日まで（今年は５月26日月まで）
住民財務課税務係で受け付けます。運転免許証、
車検証、身体障害者手帳等、印鑑をお持ちくだ
さい。

１．固 定 資 産 課 税 台 帳 閲 覧　 軽 自 動 車 税 の 減 免 等 ２．軽 自 動 車 税 の 減 免 等 　

問い合わせ先　住民財務課税務係
☎７９－２１１１（内線111,112）  ７９－７９２３（直通） 問い合わせ先　諏訪税務署　☎５２－１３９０

★施設の概要★施設の概要
　□場　所：原小学校教室棟南側　□建物構造：鉄筋コンクリート　平屋建て　□床面積：４０６　□場　所：原小学校教室棟南側　□建物構造：鉄筋コンクリート　平屋建て　□床面積：４０６．．８㎡　８㎡　
　□総事業費：９９１５万１５００円（関連工事を含む）　□施工：興和工業株式会社　□設計、監理：有限会社なとり設計　□総事業費：９９１５万１５００円（関連工事を含む）　□施工：興和工業株式会社　□設計、監理：有限会社なとり設計
　□部屋名：図工室、フリースペース、図工準備室、音楽室、楽器庫、音楽準備室、廊下　□部屋名：図工室、フリースペース、図工準備室、音楽室、楽器庫、音楽準備室、廊下

原小学校に新しい特別教室棟が完成 〜木のぬくもりのある快適な学習環境〜

申 告 は お 済 み で す か ？ 
　平成19年分確定申告、平成20年度村県民税の申
告は、平成20年３月17日月までです。
　みなさんに申告していただく所得や控除は、いろい
ろな税金や料金の計算のもとになっています。その
ため、村県民税の申告は、原則、所得がない方でも
所得がないという申告が必要です。４月から始まる後
期高齢者医療制度の保険料の計算にも、みなさん
に申告していただく必要もある場合がありますので、
ご相談ください。
　また、平成20年度村県民税で住宅ローン控除を
受けられる場合があります。この控除を受けるための
申告も３月17日月までです。申告書は、村ホームペー
ジで作成できます。詳しくは広報はら12月号及び１月
号をご覧ください。
　まだ、申告がお済みでない方は、
　　　　　　　早めに申告を済ませましょう。

３．申 告 は お 済 み で す か ？　

　消費税の課税事業者（※）に該当する個人事業者
の方は、平成20年３月31日月までに平成19年分の
「消費税及び地方消費税の確定申告書」を作成して
所轄の税務署に提出するとともに、その消費税及び
地方消費税額を納付してください。振替納税を利用
する場合の振替納付日は4月24日です。
 ※ 平成19年分において「課税事業者」となる方々
○平成17年分の課税売上高が１千万円を超える事業者
○平成１７年分の課税売上高が１千万円以下の事業
者で、平成１８年１２月末までに「消費税課税事業
者選択届出書」を提出している事業者

個人事業者の方の
消費税　及び

地方消費税の確定申告

個人事業者の方の
消費税　及び

地方消費税の確定申告

諏訪税務署　
お知らせ

から
の

★施設の概要
　□場　所：原小学校教室棟南側　□建物構造：鉄筋コンクリート　平屋建て　□床面積：４０６．８㎡　
　□総事業費：９９１５万１５００円（関連工事を含む）　□施工：興和工業株式会社　□設計、監理：有限会社なとり設計
　□部屋名：図工室、フリースペース、図工準備室、音楽室、楽器庫、音楽準備室、廊下



TEL.79-7922（直通）
E-Mail:muradukuri@vill.hara.nagano.jp

村づくり戦略推進室
　　　　村づくり係からのお知らせ

地
球
温
暖
化
防
止
へ
の

　
　
　
　
　
　

取
り
組
み

１月18日　環境適応型エマルジョン燃料デモ
水と重油を混合した燃料をハウス暖房に使用

　

地
球
温
暖
化
防
止
に
対
す
る
取
り
組
み

　

わ
た
し
た
ち
の
住
ん
で
い
る
地
球
が
で
き
て
、
46
億

年
。
地
球
に
は
青
い
海
と
緑
の
大
地
、
そ
し
て
大
気
が

あ
り
、
多
く
の
生
命
が
誕
生
し
て
い
ま
す
。

　

地
球
に
人
類
が
現
れ
、
進
化
し
続
け
た
結
果
、
わ
た

し
た
ち
自
身
が
地
球
を
破
壊
し
、
わ
た
し
た
ち
の
住
む

地
球
は
危
機
的
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。
特
に
問
題
と

な
っ
て
い
る
の
が
、
地
球
温
暖
化
で
す
。
地
球
の
温
暖

化
が
進
む
と
、
植
物
な
ど
の
生
態
系
が
変
わ
っ
た
り
、

異
常
気
象
が
起
き
た
り
し
ま
す
。
原
村
の
村
花
、
レ
ン

ゲ
ツ
ツ
ジ
も
絶
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
気
温
の
上
昇

に
よ
る
干
ば
つ
等
、
も
っ
と
大
き
な
被
害
を
受
け
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。
原
村
で
は
地
球
温
暖
化
防
止
の
一
翼

を
担
う
た
め
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ

る
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
被
害

　

地
球
は
温
室
効
果
ガ
ス
で
覆
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
地
球
の
平
均
気
温
は
15
度
で
す
が
、
も

し
温
室
効
果
ガ
ス
が
無
け
れ
ば
地
球
の
平
均
気
温

は
マ
イ
ナ
ス
18
度
に
も
下
が
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

マ
イ
ナ
ス
18
度
で
は
ほ
と
ん
ど
の
生
物
が
死
に
絶

え
、
極
寒
の
世
界
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

生
物
が
生
き
る
た
め
に
必
要
な
温
室
効
果
ガ
ス

で
す
が
、
多
す
ぎ
て
も
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
し
ま

い
ま
す
。
産
業
革
命
以
来
我
々
は
、
石
油
や
石
炭

な
ど
の
化
石
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
主
に
利
用
し
、

２
０
０
年
以
上
も
大
量
の
二
酸
化
炭
素
を
空
気
中

に
放
出
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
二
酸
化
炭

素
濃
度
が
25
％
も
上
昇
し
、
地
球
の
平
均
気
温
も

１
度
近
く
上
昇
し
ま
し
た
。

　

地
球
温
暖
化
に
よ
り
予
想
さ
れ
る
被
害

・
異
常
気
象

　

降
水
量
は
地
域
的
に
違
い
は
あ
り
ま
す
が
、
地

球
温
暖
化
に
よ
り
気
候
が
変
動
す
る
と
、
乾
燥
地

で
は
さ
ら
に
干
ば
つ
が
広
が
り
、
雨
の
多
い
地
域

で
は
洪
水
が
発
生
す
る
な
ど
、
被
害
が
拡
大
し
て

い
ま
す
。

・
絶
滅
す
る
種
の
増
加

　

植
物
は
そ
れ
ぞ
れ
に
適
し
た
地
域
に
生
息
し
て

い
ま
す
が
、温
暖
化
が
進
む
と
北
ま
た
は
高
地
に
移

動
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。樹
木
が
種
子
を
飛
ば

し
て
分
布
を
広
げ
る
速
度
は
年
間
40
メ
ー
ト
ル
か

ら
２
キ
ロ
程
度
と
い
わ
れ
、温
暖
化
に
よ
り
約
１
・
５

〜
５
・
５
キ
ロ
で
移
動
す
る
気
候
帯
に
は
追
い
つ
け

ず
、絶
滅
す
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

・
水
没
す
る
地
域

　

地
球
規
模
で
気
温
が
上
昇
す
る
と
海
水
の
膨
張

や
氷
河
な
ど
の
融
解
に
よ
り
海
面
が
上
昇
し
、沿
岸

域
の
低
地
で
は
、水
没
、海
岸
侵
食
な
ど
が
起
こ
り
ま

す
。標
高
の
低
い
南
国
で
は
、国
土
の
消
失
な
ど
を
も

た
ら
し
ま
す
。日
本
で
は
温
暖
化
に
よ
り
海
面
が
１

メ
ー
ト
ル
上
昇
す
る
と
、海
面
以
下
の
地
域
が
２
・

７
倍（
２
３
０
０
平
方
メ
ー
ト
ル
）に
広
が
り
ま
す
。

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
省
エ
ネ
ル
ギ
ー

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
バ
イ
オ
マ
ス
由
来
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
な
ど
を
化
石
燃
料
の
代
わ

り
に
利
用
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
。
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
自
体
の
使
用
を
控
え
、
化
石

燃
料
由
来
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
量

を
減
ら
そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
省
エ
ネ
ル

ギ
ー
も
、
地
球
温
暖
化
の
原
因
と

な
る
二
酸
化
炭
素
の
発
生
を
押
さ

え
、
限
り
あ
る
化
石
燃
料
の
有
効

活
用
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

原
村
で
は
平
成
17
年
度
に
「
人
々

が
支
え
る
田
園
リ
サ
イ
ク
ル
の
む

ら
」
を
基
本
理
念
に
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
し
、
平
成

19
年
度
に
は
「
灯
り
を
消
し
て
星

降
る
里
で
」
を
基
本
理
念
に
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
い
た

し
ま
し
た
。
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
車
の
両
輪
の
よ
う

な
関
係
に
あ
り
ま
す
が
、
新
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
大
き
な
プ
ラ
ン
ト
を
必

要
と
す
る
場
合
が
多
い
の
に
対
し
、

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
動
は
、
す
ぐ
に

で
も
出
来
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で

す
。
省
エ
ネ
の
理
念
は
「
灯
り
を

消
し
て
星
降
る
里
で
」
と
な
っ
て

い
ま
す
が
、
灯
り
に
限
ら
ず
、
暖

房
や
、
車
の
エ
ン
ジ
ン
な
ど
を
コ

マ
メ
に
消
し
て
、
地
球

環
境
の
改
善
に
取
り
組

み
た
い
も
の
で
す
。

　

平
成
17
年
度
に
策
定
し
た
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
報
告
書
は
、

原
村
図
書
館
、原
村
役
場
村
づ

く
り
係
で
ご
覧
に
な
れ
ま
す
。平

成
19
年
度
に
策
定
し
た
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
概
要
版
は
、広

報
３
月
号
と
共
に
配
布
に
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、報
告
書
を
ご
覧

に
な
り
た
い
方
は
、原
村
図
書
館
、

中
央
公
民
館
、原
村
役
場
村
づ

く
り
係
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

７月24日　NPO法人
八ヶ岳ヒューマンエナ
ジーが行った「不都合
な真実」の上映

７ ６

イ
ベ
ン
ト

I N F O R M A T I O N

日 土金木水火月

M a r c h  t o  A p r i l

■診療所［☎79-2716］
土曜日、日曜日、祝日

■地域福祉センター［☎79-7092］
土曜日、日曜日、祝日

■老人憩の家［☎79-2111（内線128）］
日、火、木曜日

■中央公民館［☎79-4815］
無　休

■社会体育館［☎79-4922］
火曜日、3/19

■図書館［☎70-1500］
月曜日、祝日、3/28

■八ヶ岳美術館［☎74-2701］
無　休

■八ヶ岳自然文化園［☎74-2681］
火曜日、3/21

■もみの湯［☎74-2911］
3/19、4/2

■役場［☎79-2111］
土曜日、日曜日、祝日

3月 4月

15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31 1 2 3 4 5
6 7 8 9 10 11 12
13 14 15

　

施
設
の
サ
ー
ビ
ス
コ
ン
テ
ン
ツ

の
増
加
と
原
村
が
誇
る
建
築
遺
産

の
さ
ら
な
る
情
報
発
信
の
た
め
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

①
ア
ー
ト
・
ブ
ラ
イ
ダ
ル
グ
ッ
ズ
展
示

日
時
●
３
月
20
日
木
（
祝
）

　
　
　
　

〜 

３
月
23
日
日 

終
日

場
所
●
企
画
展
示
室
入
り
口

②
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ　

　

23
日
日
に
は
一
般
公
開
に
よ
る

挙
式
が
行
わ
れ
ま
す
。

時
間
●
午
前
11
時
〜
正
午

場
所
●
企
画
展
示
室

入
館
料
●
大
人
１
人
５
０
０
円

③
も
り
の
こ
う
さ
く
し
つ

　

春
の
キ
ッ
ズ
無
料
体
験

日
時
●
３
月
20
日
木
（
祝
）
終
日

場
所
●
企
画
展
示
室
前

入
館
料
●
大
人
１
人
５
０
０
円

（
中
学
生
以
下
無
料
）一
人
一
個
限

り
。持
ち
帰
り
は
有
料
。

④
春
の
足
音
探
検
隊
！　

八
ケ
岳
美
術

館
の
森
で
動
物
や
野
鳥
、植
物
を
探
そ
う

　

標
高
1
，3
5
0
ｍ
の
美
術
館

の
森
に
残
る
足
跡
な
ど
か
ら
、生
息

す
る
動
物
た
ち
を
探
り
ま
す
。野
鳥

や
小
動
物
、植
物
も
観
察
し
ま
す
。

暖
か
い
服
装
で
お
出
で
く
だ
さ
い
。

雨
・
雪
の
場
合
は
中
止
し
ま
す
。

日
時
●
３
月
22
日
土

　
　
　

午
前
11
時
〜
正
午

場
所
●
八
ケ
岳
美
術
館
思
い
出
の

森（
玄
関
前
集
合
）

参
加
費
用
●
無
料
。※
入
館
料
別

途
。予
約
は
不
要
で
す
。

持
ち
物
●
双
眼
鏡
、カ
イ
ロ

問
い
合
わ
せ
先
●

　

八
ヶ
岳
美
術
館

　

☎
７
４
‐
２
７
０
１

　

明
治
か
ら
昭
和
の
時
代
に
、実

際
に
使
用
さ
れ
て
い
た
教
本
を
展

示
し
ま
す
。こ
れ
ら
は
小
学
校
の
特

別
教
室
棟
の
旧
校
舎
に
保
管
さ
れ

て
い
た
文
献
で
、大
変
貴
重
な
資

料
で
す
。ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

展
示
期
間
●　

３
月
１８
日
火
〜
４
月
１３
日
日

午
前
10
時
〜　

   

午
後
６
時
15
分

※
休
館
日
は
右
欄

参
照

問
い
合
わ
せ
先
●

　

原
村
図
書
館

　

☎
７
０
‐
１
５
０
０（
直
通
）

　

奨
学
金
貸
付
制
度
の
希
望
者
は
、

３
月
25
日
火
ま
で
に
ご
相
談
下
さ
い
。

対
象
者
●
当
村
に
居
住
し
経
済
的

理
由
に
よ
っ
て
高
等
学
校
へ
進
学

す
る
事
が
困
難
で
、資
金
の
貸
入

れ
を
希
望
す
る
方
。

貸
与
の
額
●
１
名
に
つ
き
、１
ヶ
月

２
万
円
以
内
。

貸
与
の
期
間
●
高
等
学
校
に
お
け

る
正
規
の
就
学
期
間
内
。

出
願
手
続
き
●
学
校
長
の
推
薦
を

受
け
、所
定
の
書
類
を
提
出
し
て

下
さ
い
。申
込
用
紙
は
教
育
課
窓

口
に
あ
り
ま
す
。

奨
学
金
の
償
還
●
高
等
学
校
卒
業

の
月
の
６
ヶ
月
後
か
ら
貸
与
を
受
け

た
期
間
の
倍
の
期
間
内
に
半
年
賦
又

は
年
賦
で
償
還
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
・
申
込
先
●

　

原
村
教
育
委
員
会　

教
育
課

　

☎
７
９
‐
７
９
２
０（
直
通
）

　

利
用
者
か
ら
お
聞
か
せ
い
た
だ

い
た
ご
意
見
や
ご
要
望
を
今
後
の

電
気
通
信
行
政
に
反
映
さ
せ
る
た

め
、平
成
20
年
度
の
電
気
通
信
サ

ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
の
活
動
内
容
●

○
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
回
答

○
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ
の
出
席

委
嘱
期
間
●
平
成
20
年
６
月
１
日

〜
平
成
21
年
３
月
31
日

募
集
締
め
切
り
●
４
月
４
日
金

※
応
募
資
格
や
応
募
方
法
な
ど
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　

総
務
省
信
越
総
合
通
信
局

　

☎
０
２
６
‐
２
３
４
‐
９
９
４
８

　

今
月
、
原
村
室
内
の
久
保
地
尾

根
に
完
成
予
定
の
住
宅
で
す
。入

居
資
格
、申
し
込
み
方
法
な
ど
、詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

募
集
す
る
戸
数
●
６
戸（
３
Ｄ
Ｋ
）

申
込
受
付
期
間
●

　

３
月
３
日
月
〜
３
月
17
日
月

入
居
可
能
日
●
３
月
29
日（
予
定
）

家
賃
●
５
５
，０
０
０
円（
予
定
）

敷
金
●
家
賃
額
の
３
ヶ
月
分（
予
定
）

問
い
合
わ
せ
先
●

　

建
設
水
道
課
建
設
係

　

☎
７
９
‐
７
９
２
１（
直
通
）

図
書
館
で
教
本
展
示

原
村
奨
学
生

募　

集

村
営
住
宅
入
居
者
募
集

電
気
通
信
サ
ー
ビ
ス
モ
ニ
タ
ー

ヶ
岳
美
術
館

’08
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ス
タ

八



９ ８

中
央
公
民
館 

　
　
　
　
　

☎
7
9
‐
4
8
1
5

■
Ｉ
Ｔ
エ
ク
セ
ル
講
習
Ｂ

　

③
３
／
17
月　

④
３
／
19
水

　

⑤
３
／
21
金　

午
後
７
時

■
Ｉ
Ｔ
サ
ポ
ー
ト
相
談
会
（
要
予
約
）

　

○
３
／
26
水　

午
後
１
時
〜
８
時

■
子
ど
も
映
画
会

　

④
３
／
27
木　

午
前
10
時

■
ふ
れ
あ
い
学
級
①

　

○
４
／
15
火　

午
後
１
時
15
分

減
免
の
基
準
●
（
①
〜
③
を
す
べ

て
満
た
す
こ
と
）
①
障
害
者
手
帳

を
お
持
ち
の
方
で
障
害
の
程
度
が
一

定
基
準
以
上
の
方
。

②
車
検
証
に
記
載
さ
れ
て
い
る
自

動
車
の
所
有
者
（
自
動
車
税
の
納

税
義
務
者
）
が
障
害
者
本
人
で
あ

る
こ
と
。
（
18
歳
未
満
は
除
く
）

③
障
害
者
本
人
又
は
障
害
者
と
生
計

を
一
に
す
る
方
が
運
転
す
る
場
合
。

受
付
期
間
●

○
自
動
車
税

　

４
月
１
日
火
〜
５
月
26
日
月

○
自
動
車
取
得
税

　

車
両
登
録
日
か
ら
30
日
以
内

（
注
意
・・・
自
動
車
税
の
納
期
限
６

月
２
日
後
に
申
請
す
る
場
合
は
、一

旦
納
税
が
必
要
）

問
い
合
わ
せ
先
・
受
付
場
所
●

　

諏
訪
地
方
事
務
所　

税
務
課

　

☎
５
７
‐
２
９
０
５

　

「
多
重
債
務
問
題
」
「
ヤ
ミ
金

問
題
」
「
携
帯
の
有
料
情
報
サ
ー

ビ
ス
」
「
ア
ポ
イ
ン
ト
メ
ン
ト
商

法
、
デ
ー
ト
商
法
」
「
マ
ル
チ
商

法
」
「
電
話
勧
誘
販
売
」
等
に
伴

う
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
で
お
困
り
の
方

の
ご
相
談
に
、
消
費
生
活
セ
ン
タ

ー
職
員
が
応
じ
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
時
●
３
月
18
日
火

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

場
所
●
中
央
公
民
館　

講
義
室

持
ち
物
●
契
約
書
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、

そ
の
他
の
関
係
書
類（
コ
ピ
ー
）な
ど
。

※
予
約
は
不
要
で
す
が
、適
切
な
ア

ド
バ
イ
ス
の
た
め
に
事
前
に
電
話
を

い
た
だ
け
る
と
、よ
り
確
実
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先
●

・
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
「
お
か
や
」

　

☎
２
３
‐
８
２
６
０

・
原
村
住
民
財
務
課
住
民
係

　

☎
７
９
‐
７
９
２
７
（
直
通
）

　

道
路
運
送
法
や
道
路
運
送
車
両

法
に
関
す
る
件
に
つ
い
て
専
門
家

で
あ
る
行
政
書
士
が
相
談
に
応
じ

ま
す
。

日
時
●
３
月
21
日
金

　

午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

電
話
相
談
●
時
間
内
同
時
受
付

問
い
合
わ
せ
先
・
相
談
窓
口
●

　

長
野
県
行
政
書
士
会

　

☎
０
２
６
‐
２
２
４
‐
１
３
０
０

信
濃
路
は

　

ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
の　

走
る
道

　
【
４
月
６
日
日
〜
４
月
15
日
火
】

運
動
の
基
本
●
子
ど
も
と
高
齢
者

の
交
通
事
故
防
止
。
子
ど
も
と
高

齢
者
の
交
通
事
故
防
止
に
、
家
族

ぐ
る
み
、
地
域
ぐ
る
み
で
取
り
組

み
ま
し
ょ
う
。

長
野
県
の
運
動
の
重
点
●

・
生
活
道
路
に
お
け
る
交
通
事
故

防
止
。
歩
行
中
に
被
害
に
遭
う
事

故
は
、
身
近
な
生
活
道
路
で
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

県
下
一
斉
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
状
況

調
査
日
●
４
月
10
日
木

県
下
一
斉
街
頭
活
動
日
●

　

４
月
７
日
月
、４
月
10
日
木

問
い
合
わ
せ
先
●

　

建
設
水
道
課
建
設
係

　

☎
７
９
‐
７
９
２
１

　

現
在
、
改
築
工
事
を
行
っ
て
い

る
原
村
駐
在
所
は
、
３
月
下
旬
に

竣
工
予
定
で
す
。

　

新
駐
在
所
で
の
事
務
開
始
は
有

線
放
送
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
●

　

茅
野
警
察
署
地
域
課

　

☎
８
２
‐
０
１
１
０

社
会
体
育
館

　
　
　
　
　

☎
7
9
‐
4
9
2
2

■
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー
ツ
デ
ー

　

○
３
／
22
土　

○
４
／
12
土　

　

正
午
〜
午
後
５
時

■
筋
力
ア
ッ
プ
教
室

　

○
３
／
27
木　

午
後
７
時
30
分

■
利
用
者
会
議

　

○
４
／
９
水　

午
後
７
時
30
分

カ
ル
チ
ャ
ー

ス
ポ
ー
ツ

家庭児童相談　問☎79-7092
◇日時／３月21日（金）、４月４日（金）
　　　　４月１１日（金）
　　　　午後２時～４時
◇場所／保健センター２階
◇担当／中村由美子相談員

心配ごと相談所　問☎79-7228
◇日時／４月６日（日）
　　　　午後１時～午後５時
◇場所／保健センター２階
◇担当／永田安一相談員

税務相談所　問☎28-6666
◇日時／４月９日（水）
　　　　午前10時～正午
◇場所／下諏訪商工会議所会館２階
◇担当／関東信越税理士会諏訪支部の
　　　　税理士

国民年金相談会　問☎23-3661
◆日時／３月25日（火）
　　　　午前10時～午後６時
◆場所／中央公民館 講義室
◆担当／岡谷社会保険事務所職員

消費生活相談　問☎23-8260
◇日時／第3火曜日・土曜日・日曜日・
　　　　祝日以外
　　　　午前10時～午後6時
◇場所／岡谷市中央町（ララオカヤ１階）
◇担当／県消費生活センターおかや

交通事故巡回相談　問予約☎57-2900
◇日時／４月10日（木）
　　　　午前10時～午後３時
◇場所／諏訪合同庁舎
◇担当／長野県交通事故相談所松本支所
　　　　の交通事故相談員

お
知
ら
せ

自
自
動
車
税
、
取
得
税
の
減
免

□認知症□
グリム童話「寿命」のあらすじはこうです。
神様が動物たちに30年の寿命をやろうといった。
ロバは、「重い荷を運び続けるには長い」と18年を削っ
てもらった。
イヌは、「いつまでも元気に走り回れない」と12年を減
らしてもらった。
サルは、「そんなに陽気な馬鹿をやっていられない」と
10年を返上した。
人間だけが、「家を建て、田畑に実りをもたらし、
カマドの火が燃え盛って、これから暮らしを楽しもうという時に、死にたくな
い」と嘆き、ロバの18年､イヌの12年､サルの10年を足した70年の寿命を受け
取った。
だから人間は、初めの30年は人間の寿命をいきいきと生きる。
ところがその後は、重い荷を背負うロバの18年、走れなくなったイヌの12年、
そして最後に、間の抜けたことをするサルの10年を過ごすことになった、とい
うお話。

どうやら認知症は長寿の代償のようです。
でも、あきらめないで下さい。
治せる認知症があります。
アルツハイマー型認知症は、治療成績は不十分ですが、治療薬があります。
認知症を完全に治せなくても、正面から向き合えば、道が開けるかもしれま
せん。
ただし、認知症の方は自分の判断で受診してくれないのです。
周囲の方が気づいてあげて、受診させてください。
まずは診療所へ。

Dr.アンドウの健康塾

Vol.17
むらの
か
か
り
つ
け
医

平成20年度　４月～９月　ごみ収集日程

※地区の取り決めがある場合は、地区の取り決め時間に従ってください。

区　分 対 象 地 区 日　程 出せる時間

燃えるごみ

燃えないごみ

全地区

全地区

払沢・中新田

大久保・柳沢・八ツ手

柏木・菖蒲沢・室内
・やつがね・南原
上里・判之木・農場
・ペンション・原山

全地区

毎週火・金曜日
（年末年始を除く）

毎週水曜日（祝祭日、
お盆、年末年始を除く）

6月2日月、8月25日月

6月9日月、9月１日月

6月16日月、9月8日月

6月23日月、9月22日月

4月10日木、5月8日木、
6月12日木、7月10日木、
8月14日木、9月11日木　

4月26日土、5月24日土、
6月28日土、7月26日土、
8月23日土、9月27日土　

午前６時～午前８時  ※

午前６時～午前８時  ※

全 村
（役場駐車場）

粗大ごみ

資 源 物

収集場所により異なり
ます。収集場所を管理
する地区の衛生自治
会にお尋ねください。

収集場所により異なり
ます。収集場所を管理
する地区の衛生自治
会にお尋ねください。

  午前7時30分～
　　　 午前10時30分
◎ビン類の回収はありません

平成20年度も、毎月第１
水曜日（変更もあります）
午後４時から、おたのしみ
会を行います。紙芝居、絵
本の読み聞かせ、ブック
トーク、折り紙、工作など。
どなたでも自由に参加で
きますのでお友達をさ
そってお出かけください。
★子どもとしょかん
　ボランティアの募集
図書館まつりやおはなし会
などで、お手伝いをしてく
れる小中学生を募集してい
ます。やってみたい方は図
書館までご連絡ください。
★自宅で読みたい本
　を探そう！
　インターネットのHP上から、
諏訪地区６市町村公共図書館
所蔵資料の検索・予約ができま
す。Ｗｅｂからの予約は、図書館
窓口にて登録が必要です。気に
なる本がありましたら、下記の
アドレスで探してみましょう。
http://www.libnet-suwa.gr.jp/

青年のための読書クラブ
桜庭一樹（新潮社）

※紹介本表紙掲載については、出版社の許諾済みです。

山の手のお嬢様学校、聖マリアナ
学園。アウトローが集う「読書クラ
ブ」には100年間語り継がれる秘
密があった。史上最高にアヴァン
ギャルドな“桜の園”の物語。「小説
新潮」掲載を単行本化。

親指の恋人
石田衣良（小学館）

みんな、さようなら。格差、さような
ら。ぼくたちは永遠に結ばれます。
大学３年生の江崎澄雄はメール
で知り合ったジュリアと恋に落ち
た。しかし、お互いの環境や境遇
は極端なまでに違っていて･･･。

書くために生きた私の85年。肩肘
張っていない普段着の姿。馬鹿正
直で愚鈍な生き方、嘘のない自分
を著者自身が語る。ＮＨＫテレビ
「瀬戸内寂聴  遺したい言葉」をも
とに未収録の言葉を加え単行本
化。

遺したい言葉
瀬戸内寂聴（ＮＨＫ出版）

心の貌　昭和事件史発掘
柳田邦男（文藝春秋）

光クラブ事件、金閣寺放火事件、
三井三池炭塵爆発、東京五輪女
子バレー･･･。12 の事件の当事
者・関係者の人物像や心理の動
きを検証。日本と日本人の「心の
貌（かたち）」を解き明かす。

和菓子のほん
中山圭子文　安部真由美絵（福音館
書店）

宮沢賢治童話名作集（全７巻）
（童心社）

児童図書

図書館からのお知らせ

■開館：火～日曜日、午前10時～午後6時15分
■休館：毎週月曜日、国民の祝日、3/28（金）

w w w . l i b n e t - s u w a . g r . j p

日本独特のお菓子である「和菓
子」には、日本人の自然に寄せる思
い、美を感じる心が宿っています。
日本の四季の移り変わりをその色
や形で巧みに表す和菓子を紹介
し、その材料や作り方などを説明。

＆

一流の作家の作品を
紙芝居で

おたのしみください。

紙 芝 居

かたち

新着紙芝居

出
張
消
費
生
活
相
談

運
輸
交
通
に
関
す
る
相
談
会

春
の
全
国
交
通
安
全
運
動

原
村
駐
在
所
竣
工

「注文の多い料理店」
原作　宮沢賢治

脚本　堀尾青史 ／ 画　北田卓史



１１ １０

　平成20年4月１日から、平成10年度の料金改定以来10年ぶりに、し尿汲取り料が改訂されます。
　主な改正内容は、これまでの一般地区と保健休養地及びこれに準ずる地区の地区区分を廃止し、一般地
区は基本料金および超過料金が26％値上げされます。ただし、一般地区が大幅な引き上げになるため、平
成20年度から平成22年度までの３年間は経過措置の料金を設定して、平成23年度から改定料金の適用と
なります。

　

第
93
回「
村
長
と
話
し
合
う
日
」

を
行
い
ま
す
。希
望
者
は
総
務
課

ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
３
月
17
日
月

　

午
後
１
時
〜
午
後
８
時

■
場
所
／
原
村
役
場　

村
長
室

■
そ
の
他
／「
村
長
室
へ
よ
う
こ
そ

事
業
」村
長
の
在
庁
時
で
都
合
の
つ

く
限
り
懇
談
に
応
じ
ま
す
。

【
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
化
補
助
金
】

　

花
き
、
野
菜
生
産
の
暖
房
用
燃

料
費
節
減
を
目
的
と
し
て
導
入
し

た
資
材
に
対
す
る
補
助
金
を
次
の

と
お
り
交
付
し
ま
す
。
希
望
者
は

申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

○
対
象
資
材

　

花
き
、
野
菜
生
産
の
暖
房
用
燃

気
で
す
。

　

村
で
は
次
の
と
お
り
、狂
犬
病

予
防
注
射
を
行
い
ま
す
の
で
、最

寄
り
の
会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、犬
の
登
録
も
で
き
ま
す
の

で
、登
録
が
済
ん
で
い
な
い
方
は
必

ず
登
録
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
費
用
（
お
つ
り
の
無
い
よ
う
に
）

新
規
登
録
と
予
防
注
射

　
　
　
　
　
　
　

6
，
2
2
0
円

登
録
済
で
注
射
の
み

　
　
　
　
　
　
　

3
，
2
2
0
円

■
注
意
事
項

▼
登
録
済
の
方
は
事
前
に
郵
送
さ

れ
た
ハ
ガ
キ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
今
回
の
集
合
注
射
は
原
村
で
登

録
し
た
方
の
み
が
対
象
で
す
。
原
村

以
外
で
登
録
し
た
方
は
登
録
し
た
市

町
村
で
注
射
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
今
回
の
注
射
を
受
け
ら
れ
な
い

料
費
節
減
を
目
的
と
し
て
設
置
し

た
、
ハ
ウ
ス
内
被
膜
材
、
設
置
に
関

す
る
関
連
資
材
及
び
送
風
機
（
設

置
費
の
み
と
し
、
電
気
工
事
関
連

の
部
品
、
工
事
費
は
含
ま
な
い
）
の

費
用
で
、
平
成
19
年
度
内
に
設
置

し
平
成
19
年
度
内
に
精
算
が
済
ん

だ
も
の
。
＊
村
以
外
の
補
助
金
を

受
け
て
購
入
・
設
置
し
た
資
材
は

補
助
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

○
補
助
額

　

費
用
額
の
３
割
以
内
と
し
、
予
算

（
３
０
０
万
円
）
の
範
囲
内
。
消
費

税
は
補
助
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

○
申
請
締
め
切
り
日

　

3
月
19
日
水

○
持
ち
物

　

資
材
等
の
数
量
等
が
わ
か
る
書

類
、
領
収
書
、
印
鑑
及
び
補
助
金
振

込
先
の
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の
。

し
ょ
う
。

　

い
っ
た
ん
山
火
事
が
発
生
す
る

と
、火
の
回
り
が
予
想
以
上
に
速

く
、煙
に
巻
か
れ
て
し
ま
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。無
理
し
て
消
そ
う
と

せ
ず
、速
や
か
に
消
防
署
に
通
報

し
て
く
だ
さ
い
。

　

保
育
園
や
幼
稚
園
に
行
く
前
の

お
子
さ
ん
の
遊
び
の
場
や
、
保
護

者
の
仲
間
づ
く
り
の
場
に
ご
活
用

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
担
当
者
が
子

育
て
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
の
で
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
時
間
／
午
前
１０
時
〜
正
午

○
４
月
の
日
程

　

１
日
火
、
３
日
木
、
４
日
金
、

　

８
日
火
、
１0
日
木
、
１１
日
金
、

　

１５
日
火
、１７
日
木
、
１８
日
金
、

　

２2
日
火
、
２4
日
木

■
開
設
場
所

　

原
村
図
書
館
２
階
会
議
室

■
お
楽
し
み
会
／
４
月
８
日
火　

  

　

午
前
10
時
45
分
〜
午
前
11
時

内
容
：
作
っ
て
遊
ぼ
う
（
対
象　

０
〜
３
歳
）

○
子
ど
も
た
ち
の
お
も
ち
ゃ
を
作

り
ま
す
。
材
料
は
サ
ロ
ン
で
用
意

し
ま
す

　

犬
の
所
有
者
の
方
は
、犬
の
登
録

（
生
涯
１
回
）と
毎
年
１
回（
生
後

91
日
以
上
の
犬
）の
狂
犬
病
予
防

注
射
が
法
律
で
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

狂
犬
病
は
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
人

と
動
物
の
共
通
感
染
症
で
、動
物

に
咬
ま
れ
る
こ
と
な
ど
で
、最
終
的

に
は
人
間
に
感
染
し
、い
っ
た
ん
発

病
す
る
と
死
に
至
る
恐
ろ
し
い
病

方
は
、
動
物
病
院
で
注
射

を
受
け
「
狂
犬
病
予
防

注
射
済
証
明
書
」
を
発

行
し
て
も
ら
い
、
手
数
料

５
５
０
円
と
そ
の
証
明
書

を
持
っ
て
建
設
水
道
課
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
狂
犬
病
予
防
注
射
の

猶
予
を
受
け
る
場
合

「
狂
犬
病
予
防
注
射
実

施
猶
予
証
明
書
」
の
提

出
が
毎
年
必
要
で
す
の

で
、
動
物
病
院
で
証
明
書

を
発
行
し
て
も
ら
い
、
建

設
水
道
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

長
と
話
し
合
う
日

村

http://w
w
w.vill.hara.nagano.jp/  E-M

ail haram
ura@vill.hara.nagano.jp

TEL.0266-79-2111（代）
FAX.0266-79-5504

■議会事務局 ☎79-7951
■総務課
　総務係 ☎79-2111
 （内231）
■村づくり戦略推進室
　村づくり係 ☎79-7922
　企画係 ☎79-7942
■住民財務課
　税務係 ☎79-7923
　財政係 ☎79-7924
　住民係 ☎79-7927
■会計室
　会計係 ☎79-7935
■保健福祉課
　社会福祉係 ☎79-7092
　健康づくり係 ☎79-7092
　医療給付係 ☎79-7925
　原村診療所 ☎79-2716
　保育所 ☎79-3559
■建設水道課
　建設係 ☎79-7921
　環境係 ☎79-7933
　上下水道係 ☎79-7943
■農林商工観光課　
　農政係 ☎79-7931
　農村整備係 ☎79-7932
　商工観光係 ☎79-7929
　農業委員会 ☎79-7934
■教育委員会　教育課
　学校教育係 ☎79-7920
　文化財係 ☎79-7930
　原小学校 ☎79-2123
　原中学校 ☎79-2455
　生涯学習係 ☎79-7940
　中央公民館 ☎79-4815
　社会体育館 ☎79-4922
　原村図書館 ☎70-1500
■諏訪広域連合
　原消防署 ☎79-2442

　　　　
　
　　

問
総
務
課
総
務
係

　
☎
79
‐
2
1
1
1
（
内
線
2
3
1
）

『
山
火
事
は

　

地
球
の
未
来
も

　

燃
や
し
ま
す
』

〔
期
間
３
月
１
日

     

〜
５
月
31
日
〕

　

山
火
事
の
原
因
の
ほ
と
ん
ど
は

人
為
的
な
も
の
で
す
。空
気
が
乾

燥
す
る
こ
の
時
期
は
、特
に
次
の
こ

と
に
注
意
し
て
、大
切
な
森
林
を

守
り
ま
し
ょ
う
。

○
枯
れ
草
の
あ
る
場
所
で
の
た
き

火
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
風
が
強
い
時
や
空
気
が
乾
燥
し

て
い
る
時
の
た
き
火
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

○
た
き
火
か
ら
離
れ
る
時
は
、完

全
に
火
を
消
し
ま
し
ょ
う
。

○
山
林
で
野
焼
き
や
た
き
火
を
す

る
時
は
、届
け
出
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

○
火
遊
び
を
し
な
い
よ
う
に
し
ま

山
麓
朴
談

村
長
き
よ
し
の

COLUMN

77

　

諏
訪
南
行
政
事
務
組
合
の
灰
溶

融
施
設
が
、
ふ
り
出
し
に
戻
り
ま
し

た
。見
か
け
か
ら
は
、
反
対
運
動
が

奏
功
し
た
形
で
あ
り
ま
す
。

　

組
合
と
し
て
は
灰
溶
融
施
設
も
選

択
肢
の
一
つ
と
し
て
残
し
な
が
ら
も
、

他
の
道
も
探
っ
て
み
る
こ
と
に
し
た
の

で
す
。今
更
何
故
と
思
わ
れ
る
人
も

多
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。ゴ

ミ
の
焼
却
に
よ
っ
て
出
る
灰
は
、
最
終

処
分
地
に
埋
立
て
て
い
ま
す
。灰
は

限
り
な
く
出
ま
す
の
で
、や
が
て
処
分

地
は
一
杯
に
な
り
ま
す
。新
し
い
処
分

地
を
求
め
る
こ
と
は
大
変
な
困
難
が

予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
灰
を
溶
融
し

て
体
積
を
減
ら
し
、
建
設
材
に
し
た

り
、コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
の
材
料
に
し

た
り
、
ま
た
一
部
は
そ
の
ま
ま
埋
立
て

に
し
て
も
、
体
積
の
減
っ
て
い
る
分
だ

け
有
利
と
考
え
ら
れ
た
の
で
す
。と
こ

ろ
が
灰
の
溶
融
技
術
は
新
し
い
だ
け

に
、
い
ろ
い
ろ
な
方
式
が
あ
っ
て
安
定

し
て
い
な
い
の
み
な
ら
ず
、
爆
発
な
ど

の
危
険
も
あ
っ
た
り
し
ま
す
。何
よ
り

も
灰
を
も
う
一
度
高
温
に
す
る
訳
で

す
か
ら
、費
用
も
か
か
り
ま
す
。

　

組
合
と
し
て
は
最
新
の
技
術
で
最

も
進
ん
で
い
て
、
危
険
の
な
い
機
種

を
選
び
、
万
全
を
期
そ
う
と
し
て
い

ま
し
た
。つ
ま
り
灰
溶
融
事
業
を
決

め
た
時
点
で
は
、
行
政
と
し
て
最
も

将
来
に
責
任
の
持
て
る
案
で
あ
っ
た

の
で
す
。

　

今
回
方
針
転
換
に
踏
み
切
っ
た
の

は
、
時
が
進
む
に
従
っ
て
灰
の
処
分

に
も
種
々
な
方
法
が
出
て
来
た
こ

と
、
地
元
区
の
建
設
合
意
は
疑
義
が

残
る
こ
と
、
燃
料
高
騰
に
よ
り
費
用

が
嵩
む
こ
と
、
建
設
場
所
が
急
傾
斜

地
指
定
と
な
り
そ
う
な
こ
と
、
そ
う

こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
諏
訪
南
の
焼

却
施
設
の
建
て
替
え
が
近
づ
く
こ

と
、
も
う
少
し
時
間
を
か
け
て
住
民

と
共
に
ゴ
ミ
行
政
に
つ
い
て
検
討
し

た
方
が
良
い
と
思
え
る
こ
と
な
ど
が

要
因
で
す
。

　

そ
こ
で
新
年
度
に
入
り
ゴ
ミ
処
理

の
検
討
委
員
会
が
立
ち
上
り
、
灰
の

処
理
も
含
め
て
検
討
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。現
在
、
最
終
処
分
地

の
延
命
策
と
し
て
、
灰
の
一
部
は
小

諸
市
の
民
間
業
者
へ
搬
入
さ
れ
て
い

ま
す
。本
来
、自
分
の
所
で
出
た
も
の

は
自
分
の
所
で
処
理
す
る
の
が
、
行

政
の
責
務
で
も
あ
り
ま
す
。新
し
い

最
終
処
分
地
を
原
村
に
と
い
う
話

が
出
て
来
た
時
、
真
の
住
民
力
が
問

わ
れ
ま
す
。 　

原
村
長　

清
水　

澄

の
山
火
事
予
防
運
動

春

の
登
録
と
注
射

犬

問
原
消
防
署
予
防
係

　

☎
79
‐
2
4
4
2
（
直
通
）

芸
農
家
補
助
金
申
請
受
付

園

尿
汲
取
り
料
の
改
訂

し

育
て
サ
ロ
ン

子

か
さ

提
出
先
・
問

農
林
商
工
観
光
課
農
政
係

　

☎
79
‐
2
4
3
1
（
直
通
）

問
建
設
水
道
課
環
境
係
☎
79
‐
7
9
3
3
（
直
通
）

時間
9：20～10：00
10：20～11：00
11：20～11：40
13：00～13：20
13：30～13：50
14：00～14：20
14：30～14：50

9：00～9：30
9：45～10：10
10：25～10：45
10：55～11：10
11：20～11：35
11：45～12：00
13：20～13：35
13：45～14：05
14：15～14：30

　　   場　所
中新田公民館前
原村役場前
菖蒲沢公民館前
大久保公民館前
柳沢公民館前
八ツ手公民館前
柏木公民館前

原村役場前
中新田公民館前
南原公民館前
判之木公民館前
やつがね公民館前
室内公民館前
実践大学校研修館駐車場
第2ペンション入口
上里公民館前

問
保
健
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

☎
79
‐
7
0
9
2
（
直
通
）

問
建
設
水
道
課

　
　
　
　
　

環
境
係

☎
79
‐
7
9
3
3

　
　
　
　
　

  

（
直
通
）

期　日

４月１３日
（日）

５月１６日
（金）

し尿汲取り料の改訂概要（税込み）

狂犬病予防注射日程表

原村の観光ホームページ携帯版完成☆観光施設や季節のおすすめイベントの情報が手に入ります ＱＲコード⇒ 原村観光ホームページ携帯版URL
http://www.onsen-navi.net/qr-site/1000476.shtml

改　　訂　　後
改訂前区　　分

年度
経過措置料金

料金区分 25
3,360円
112円

3,360円
112円

24
3,360円
112円

3,360円
112円

23
3,360円
112円

3,360円
112円

22
3,015円
100円
3,345円
111円

21
3,015円
100円
3,345円
111円

20
3,015円
100円
3,345円
111円

19
2,670円
89円

3,330円
111円

地区

改訂前の一般地区

改訂前の保健休養地
及びこれに準ずる地区
備考

改訂料金

基本料金300㍑まで
超過料金10㍑当たり
基本料金300㍑まで
超過料金10㍑当たり
ホース延長30mを超える場合　１回　200円
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■『土砂災害１１０番』窓口（土砂災害に関する質問・相談）
☎５７－２９３６

※平日と大雨注意報・警報発令中に利用可能

3月16日日

期　日 医　科 薬　局
桜井内科医院
☎72-6010

オギノSCフジモリ薬局
☎71-2578

3月20日㊗ 尖石診療所
☎71-6211

ピアみどりフジモリ薬局
☎82-1288

3月23日日 八ヶ岳診療所
☎79-7001

フジモリ薬局原店
☎79-5751

3月30日日 原村診療所
☎79-2716

■諏訪地区小児夜間急病センター
・場　　所／諏訪市四賀2299-1
・診療日及び診療時間／毎日
　　　　　　　　　　  午後7：00～午後9：00
・診療科目／小児科（けがは除く）
・お問い合わせ … ☎54-4699（よるきゅうきゅう）

●3月18日、3月25日、4月1日、4月8日、4月15日
　》時間：午後1：30～
　》場所：もみの湯
　》問い合わせ先：保健福祉課健康づくり係
　　　　　　　　　☎79-7703（直通）

●1班 3月18日（火）、4月1日（火）、4月15日（火）
大久保・柳沢・八ツ手・払沢・上里・農場・ペンション・原山

●2班 3月25日（火）、4月8日（火）
柏木・菖蒲沢・室内・中新田・南原・判之木・やつがね

■今月の納税等
・国民健康保険税（12期）
・有線放送施設維持費負担金（1・2・3月分）
・上・下水道使用料（1・2月分）
・介護保険料（12期）
納期限・口座振替日……3月31日（月）
■住民財務課窓口の時間延長  午後７時まで
・3月18日  ・3月25日  ・4月1日  ・4月8日  ・4月15日   
■人の動き
・人口 7,706人 （±0） 　　転入19
・男 3,842人 （－2） 　　転出9
・女 3,864人 （+2） 　　出生3
・世帯数 2,728世帯 （+2） 　　死亡13

平成20年2月末現在。（　）内は先月比。

フジモリ薬局原店
☎79-5751

給水装置の修理は施工された指定工事店へ依頼してください。
緊急の場合は当番店でも相談にのっております。

■上水道当番指定店
3月9日（日）～3月15日（土）

3月16日（日）～3月22日（土）

3月23日（日）～3月29日（土）

3月30日（日）～4月5日（土）

4月6日（日）～4月12日（土）

4月13日（日）～4月19日（土）

㈱有賀水道

南部建設㈱

㈲森山建設

㈲伊藤水道設備

㈲篠原鉄工建設

㈱宮坂建設

☎72-4017

☎79-5720

☎79-5730

☎79-3447

☎79-2421

☎79-2536

もみの湯送迎福祉バス

もみの湯『介護予防教室』

●第3木曜日午後の専門外来を受診したい方は予約が必要です。
●休診　土・日曜日、祝日、年末年始
 　》問い合わせ先：☎79-2716（直通）

原村診療所

休日の当番医等　茅野・原地区医師会

■資源物とごみの収集日
収集時間は、各地区により決められた時間となります。

野焼き・不法投棄は法律で禁止されています。
ごみは適切に各地区指定場所に出して下さい。

 1月26日（土）

可燃ごみ 毎週火・金曜日

毎週水曜日
各地区　指定箇所

資源物

 4月10日（木）

粗大ごみ

 6月2日（月） 払沢、中新田

各地区　指定箇所

役場駐車場▲  午前9：30～午前11：00

中新田公民館▲  午前8：00～午前9：00

柳沢公民館▲  午前6：30～午前7：30

 3月17日（月） 大久保、柳沢、八ツ手

 3月24日（月） 柏木、室内、菖蒲沢、やつがね、南原

 3月31日（月）判之木、上里、ペンション、原山、農場

不燃ごみ

 3月22日（土）

4月6日日 平出クリニック（内科のみ）
☎72-1661

けやき薬局
☎82-2864

4月13日日 白樺薬局
☎82-6282

区　分 月 火 水 木 金

午　前
 受付 8：30～
　　 11：30
 診療 9：00～

 
安藤公二 安藤公二

　

鎌田實
または
安藤親男

安藤公二 安藤公二

午　後
 受付13：30～
　　 16：45
 診療14：00～

安藤公二 安藤公二 安藤公二
専門外来
第③肝臓病

（第①②④⑤　
　　　は休診）

長坂和彦
第①漢方
安藤公二
第②～⑤

浅川クリニック内科循環器科
☎82-6813

原村地域福祉センター 問保健福祉課 ☎79-7092
原村診療所 ☎79-2716

あ
な
た
は
メ
タ
ボ
？  

メ
タ
バ
コ
？

　
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム（
メ
タ
ボ
）」と
い
う
言
葉
を
聞
い

た
こ
と
が
あ
る
人
は
、
も
う
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。自
分
の
腹
囲

が
、男
性
な
ら
ば
85
セ
ン
チ
以
上
、女
性
な
ら
ば
90
セ
ン
チ
以
上
を
必

須
条
件
と
し
て
、
そ
の
他
、
高
血
圧
・
高
血
糖
・
脂
質
代
謝
異
常（
高

脂
血
症
）
の
リ
ス
ク
が
２
つ
以
上
あ
る
人
を
指
し
ま
す
。し
か
し
、
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
た
ば
こ
で
す
。喫
煙
し
て
い
る
人
は
、
リ
ス

ク
を
１
つ
し
か
持
た
な
く
て
も
メ
タ
ボ
に
該
当
し
ま
す
。最
近
は
、
メ

タ
ボ
で
た
ば
こ
を
吸
う
人
を「
メ
タ
バ
コ
」と
も
言
う
そ
う
で
す
。

★
メ
タ
ボ
よ
り
恐
ろ
し
い
？　

メ
タ
バ
コ
の
リ
ス
ク
！

　

肥
満
と
、
メ
タ
ボ
の
危
険
因
子
で
あ
る
リ
ス
ク
を
３
〜
４
個
持

つ
と
、
ま
っ
た
く
リ
ス
ク
が
な
い
人
に
比
べ
約
36
倍
も
生
活
習
慣

病
の
リ
ス
ク
が
上
が
り
ま
す
。こ
れ
ら
の
リ
ス
ク
は
互
い
に
関
係

し
あ
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
の
で
、多
く
の
人
が
、複
数
の
リ
ス
ク

を
併
せ
も
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。そ
し
て
、
喫
煙
が

こ
れ
ら
に
加
わ
る
と
、
動
脈
硬
化
を
促
進
す
る
リ
ス
ク
は
さ
ら
に

上
が
る
の
で
す
。

　

喫
煙
は
、
全
身
の
多
く
の
が
ん
の
発
症
に
も
関
係
が
あ
る
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。な
か
で
も
喉
頭
が
ん
に
お
い
て
は
、
吸
っ
て
い
な

い
人
の
約
20
倍
も
危
険
が
高
い
の
で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
喫
煙
は
体
に
と
っ
て
非
常
に
有
害
で
あ
る
こ
と
は

明
ら
か
で
す
。た
ば
こ
は
吸
わ
な
い
に
越
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

★
禁
煙
す
る
に
は
？

　

禁
煙
し
よ
う
と
い
う
方
に
向
け
て
最
近
で
は
多
く
の
禁
煙
支
援

の
た
め
の
グ
ッ
ズ
や
薬
な
ど
が
出
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
を
正
し
く

使
う
こ
と
で
、
以
前
よ
り
大
分
楽
に
禁
煙
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。ま
た
、
禁
煙
開
始
後
の
最
も
辛
い
期
間
は
、

禁
煙
を
開
始
し
て
か
ら
２
〜
３
日
目
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。こ

の
期
間
を
乗
り
切
れ
ば
少
し
づ
つ
禁
煙
成
功
へ
と
近
づ
き
ま
す
。

　

メ
タ
バ
コ
が
気
に
な
る
み
な
さ
ん
、
ま
ず
は
禁
煙
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
み
ま
せ
ん
か
？　
（
保
健
福
祉
課
保
健
師　

伏
見
万
里
子
）

☆
禁
煙
に
つ
い
て
詳
し
い
情
報
を
知
り
た
い
方
は
、保
健
福
祉
課
健
康

づ
く
り
係（
電
話
79‐

７
０
９
２
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

カレークリームスープレシピ35

①白身魚は良く洗い水気をきってから一口大に切り、塩・こしょうを各
少々ふる。
②キャベツは食べやすい大きさに切る。エリンギも食べやすい大きさにさく。
③人参は、一口大の乱切りにする。じゃが芋も2～3cm角に切る。
④鍋に水カップ2と1/2、チキンスープの素、塩小さじ1/2～2/3を入れて
火にかけ、人参、じゃが芋、エリンギの順に加える。煮立ったら中火に
し、ふたを少しずらしてのせ、10分間煮る。
⑤④に魚とキャベツを加え、ふたを少しずらしてのせ、中火で5分煮る。
⑥Ａの材料を耐熱ボウルに入れラップをし、電子レンジに１分かけて取り
出し、泡立て器などでよく混ぜる。鍋のスープを少し入れて溶きのばす。
⑦鍋に牛乳を加えて混ぜ、温まったら⑥を加え、混ぜながら2～3分間、少
しとろみがつくまで煮る。仕上げに、こしょうを少々ふり、器に盛る。

☆つくりかた

★材料（４人分）
好みの白身魚（切り身）...2切れ
キャベツ.......................大2枚
エリンギ......................１パック
人参..............................小１本
じゃが芋.......................２個
顆粒チキンスープの素...小さじ１
カレー粉.......................小さじ１
クリームチーズ..............40ｇ
バター...........................大さじ1/2
小麦粉 ..........................大さじ１
牛乳.................カップ１～1と1/2
塩、こしょう

A

クリームチーズを使ったスープです。牛乳だけ
のスープよりもコクが加わり美味しいです。

午後１：００～午後３：００ 希望者保健センター２階健 康 相 談
午後１：００～午後１：１５ 保健センター２階乳 児 健 診
午後１：１５～午後１：３０ 地域福祉センターＢ Ｃ Ｇ
午前９：３０～午前１１：００ 保健センター２階育 児 相 談
午前９：４５～午前１０：００ 保健センター２階む し 歯 予 防 教 室
午後１：１５～午後１：３０ 地域福祉センター三 種 混 合
午後１：００～午後１：１５ 保健センター２階先天性股関節脱臼検診
午前９：４５～午前１０：００ 中央公民館離乳食教室11・12ヶ月コース
午後１：００～午後３：００ 保健センター２階健 康 相 談
午後１：００～午後１：１５ 保健センター２階乳 児 健 診

H19年5、8、11月生

実施日・受付時間種　別 対象者場所
３月３月

４月４月 H19年12月生

希望者

希望者

7歳半～H19年9月生

H19年11、12月、H20年1月生

H19年4、5月生

希望者

H19年6、9、12月生

17日月

18日火

7日月

8日火

10日木

14日月

16日水

17日木

21日月

22日火

午後１：１５～午後１：３０ 地域福祉センターポ リ オ

予約時に確認 保健センター
乳がんマンモグラフィ検診
（乳房エックス線撮影）

午後１：３０～ 保健センター２階母 乳 学 級

午後１：００～午後１：１５ 保健センター乳がん・子宮がん検診

7歳半～H19年11月生

昭和9年～昭和41年の間の奇数
年に生まれた女性（要予約）

希望者（要予約）

乳がん→昭和42年～昭和53年の間及び
昭和6年以前に生まれた女性（要予約）
子宮がん→子宮がん病院検診を受けない
20歳以上の女性（要予約）

23日水

24日木

24日木

25日金



↑サチコさん　　  ↑ミマスさん

　台湾農業視察研修団は、原村人づくり事業補助金を活用して１

月23日から4日間、台湾の歴史、文化を知るとともに農業生産や野

菜、果実等市場の視察研修を実施しました。１月２３日は中部セント

レア空港から高雄市へ、24日は高雄市、台南市の史跡等の見学、25

日に台中市の野菜栽培農家陳慶輝さんの「日向葵有機蔬果農場」

を視察しました。陳さんは４㌶の農場でカリフラワー､トマト、タイシ

ン等を契約により栽培、深井戸を利用し水耕、害虫を近づけない

工夫等しており、その特徴ある

技術を視察できました。26日は

台北市の「濱江市場」で農産

物の出荷販売の状況を調査し

ました。南国台湾だけにカラフ

ルで多様な品目が並べられ、信

州産リンゴ、市田柿も高級品と

して販売されていました。

　灯油券は、すでに１月初旬に該当となる方へ村から配られてい

ますが、これは昨年末の急激な原油高による灯油価格等の高騰

への対応策として、施設園芸農家への省エネルギー化補助ととも

に村民税非課税世帯への一世帯当たり一万円の「福祉灯油助成

券」配布を行うと決めたことに

より発行されたものです。助成

対象は3月31日までとなってい

ますので、期限内に活用される

ようお気を付けください。

　2 月 2日から 4日までエムウェーブで開かれた全中スケート大

会に原中スケート部の 3 名が出場しました。3 選手は大会前の1

月30日に村長室を訪れ、村長から「かがやき国体でも原中出身

の選手が活躍しているが、負けないぐらいにいい成績を残して

きて」と激励を受けました。

　夏の大事なトレーニングを毎日頑張り「悔いの残らないように、

積極的なレースをする」と言っていた後藤香織さん（3年）、全中ま

でのレースは緊張しすぎたが「決勝に残れるよう頑張る」と言って

いた森山裕斗君（2年）、「初めてだけど決勝に残れるように頑張

りたい」と言い、調子いい!!とポーズをきめてくれた中村杏奈さん

（1年）が、それぞれ入賞とはなりませんでしたが健闘してきました。

　アクアマリンの「星降る里コンサートin原村」が、2月13日に

原小学校で、原村特産品・観光開発事業実行委員会主催で行

われ、約700人の皆さんが集りました。子どもたちは、「とても楽

しかったし、すごくきれいな声でびっくりした」「生で聞けてよか

った」「ＣＤとは違い迫力があってとてもよかった」などと話して

くれました。

　アクアマリンは、ボーカルのSachiko(サチコ)さん（Ｓ）とキー

ボードのミマスさん（Ｍ）の音楽ユニットです。ミマスさんがサチ

コさんの声に惹かれ、声をかけたのがきっかけで結成され、星

の歌が多い自分たちに合っていると青色の石のアクアマリンと

いう名前にしたそうです。原村星まつりでは毎年、素敵な歌を

披露していただいており、また、2001年には『星降る里』という

歌を原村に寄贈していただきました。

　今回は、コンサート終了後に、アクアマリンのお二人にお話を

伺いました。

Ｑ．コンサートはいかがでしたか？

（Ｍ）子供たちが元気に一生懸命歌ってくれて、とっても楽しかっ

たです。　（Ｓ）寒いのに、みんな元気があり、びっくりしました。

ありがとうございました。

Ｑ．『星降る里』を寄贈してくれたきっかけは？

（Ｍ）それまで毎年星まつりに呼んでいただいていたので、ミレニ

アムイベントをやるということで、感謝の意味を込めて作らせて

いただきました。

Ｑ．どんな想いが込められていますか？

（Ｍ）原村の人たちに、ふるさとを大事に想う気持ちを感じてい

ただきたいという気持ちが込められています。

Ｑ．普段、大切にしていることは？

（Ｍ）星でも空でも海でも森でも山でも、そこから感じるものと

か教えてもらえるものとか、心を澄ませばたくさんあるので、そ

ういうのは生きる上でとても大切なことだと思いますので、そ

ういうところで音楽を作っていけたらいいなと思っています。　

（Ｓ）歌を歌う上でいつも大切にしていることは、歌詞の心を大

切にしたいなと思っています。

Ｑ．今後の活動の予定は？

（Ｍ）原村の星まつりには、呼んでいただける限り来たいなと思

っています。　（Ｓ）これからも変わらずに、自然や星を題材にし

た歌を歌っていけたらなと、そしてまたみんなとこうやって歌を

歌っていけたらなと思っています。

Ｑ．原村の皆さんへ一言。

（Ｍ）本当にいつもお世話になってありがとうございます。今後

ともよろしくお願いします。『星降る里』気に入っていただけて

本当に光栄に思っています。歌っていただければ幸いです。　

（Ｓ）原村は、私にとっては心の故郷のようなものでして、この自

然豊かな地に来ることができて本当にうれしく思っています。

これからもよろしくお願い

します。

　今シーズンの校庭リンクは、天

候に左右され、なかなかリンク

が出来上がりませんでしたが、

戸田小の児童がきて交流会をす

る頃にはしっかり氷がはってお

り、仲良くスケートを楽しみ友達

同士になれた様子でした。

　2月21日に行われた原村誕生会には

16名のお子さんと保護者の皆さんが出席しました。村長は子ど

もが生まれ、家族が繁栄することは、人生において大変重要で

喜ばしいことだと挨拶し、代表の中村眞（まな）ちゃんから順に、

出席者全員へファーストブックを贈呈していきました。

　2月9日、雪がさんさんと降り積も

る中、小学校体育館会議室からは

元気な子どもたちの声が聞こえて

きました。この日行われた閉講式で

は、毎月違う場所へ行き、体験した

ことをスタッフが紙芝居で紹介し、

その後グループごと「チーズ作り」

「魚とり」など来年やってみたいこ

とを発表しました。平成19年度は頼

岳寺や茅野警察署へ行ったりして、

専門部会の活動目標である「いろ

んな人とつながって」「たくさん知

ろう」にそって幅広い活動ができたようです。特に今年度は小学

校低学年も加わったことで今までとは違う雰囲気が出来上が

ったと部会長の戸　洋子さんが話していました。

なっちゃんのワクワクセロリ通信
～小池奈津＠役場総務課の街角interview～
なっちゃんのワクワクセロリ通信
～小池奈津＠役場総務課の街角interview～
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　「認知症」ーみなさんどんな病気かご存知ですか？！

　そうです。これは脳の病気で、普通の老化よりも早く神経細

胞が消失してしまう病気なんです。まだ日常では痴呆という言

葉を耳にすることがしばしばありますが、2004年に痴呆とい

う病気が改称されて認知症と呼ばれるようになったのです。こ

の病気について勉強する八ヶ岳メンタルヘルス勉強会が、2月

6日、原村保健衛生自治推進協議会主催により開かれ、約60人

が、富士見高原病院心療科医長の戸田真先生の講演を聞きま

した。日常生活に起こる変化や症状の進行状態などを、スライ

ドや写真を使ってとても

分かりやすく話してもら

い、参加者も理解が深ま

ったようです。

　認知症は、一緒にいる

家族が早くみつけて、専

門医（精神科）にかかる

ことが大切だということ

です。

　セイコーエプソン株式会社から“未来を担う子どもたちに”と、

１月25日に久保田常務と総務部の社員が村長を訪ね、自社製

のパソコン周辺機器が寄贈されました。これは、同社が青少年

教育を重点において社会貢献活動を行っていることやいつも

お世話になっている地元のみなさんへの感謝の気持ちとして

実施したものです。学校側の意向

を取り入れて、原中学校へは大判

印刷機学校セットが、原小学校へ

は液晶プロジェクター、Ａ３インク

ジェットプリンター、モノクロレー

ザープリンターが寄贈品として選

定され、贈られました。

１５ １４

セイコーエプソン
株式
会社から小中学校へ寄贈品セイコーエプソン
株式
会社から小中学校へ寄贈品

第65回誕生会
対象者／男15名、女9名
第65回誕生会
対象者／男15名、女9名

むらづくり生涯学習推
進委員会の専門部会 わ・ＷＡ・○今年度の活動修了
むらづくり生涯学習推
進委員会の専門部会 わ・ＷＡ・○今年度の活動修了

わわ

「認知症について」勉強会開催される「認知症について」勉強会開催される

全中スケート大会出場選手へ村長が激励全中スケート大会出場選手へ村長が激励

台湾の農業を視察研修
原村人づくり事業
台湾の農業を視察研修
原村人づくり事業

原小と戸田小がスケート交流会原小と戸田小がスケート交流会

八ヶ岳・原村ミヤマシロチョウの会八ヶ岳・原村ミヤマシロチョウの会

生活支援“灯油券”生活支援“灯油券”

　１月23日に行われた原村むらづくり生涯学習推進委員会におい

て、山本勝之さんから企画書が出された「八ヶ岳・原村ミヤマシロチ

ョウの会」専門部会が承認されました。保護、保全活動を通じ原村

から全国へ自然環境の大切さを発信することも理念としています。
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